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「学ぼうよ　ちしきをたくさん　すいこんで」　笹ささ川かわ　成なる希き さん（葛巻小 6年）の作品

▶生涯学習標語コンテスト
　作品募集
募集期間　平成22年11月１日(月)～平成23年

１月31日(月)
応募方法　応募用紙１枚につき１作品。用紙

は自由で、１人何点でも応募でき
ます。
住所（学校名）、氏名、年齢（学年）、
電話番号を明記してください。

表　　彰　最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作
８点を入選作とします。

応 募 先　〒028-5495
　　　　　教育委員会事務局生涯学習推進室
　　　　　TEL:66-2111(内線275)FAX:66-4389

俳句を楽しもう⑭俳句を楽しもう⑭

第
９
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト　

優
秀
句
が
決
定
！

　

黛
ま
ど
か
さ
ん
が
選
ぶ
、
第
９
回
葛
巻
町
風
と
恋
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
岩
手
日
報
社
賞
に
入
月
静
子
さ
ん
（
橋
場
）
が
選
ば
れ
た
ほ

か
、
奨
励
賞
は
６
人
、
町
民
特
別
賞
に
12
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
な
お
、
10
月

31
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
と
吟
行
会
の
様
子
は
、
12
月
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

主
な
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
賞

風
月が

っ

山さ
ん

を
下
り
て
植う

え

田た

の
風か

ぜ

と
な
る

小
海　

一
郎
（
東
京
都
）

恋
口く

ち

止ど

め
の
ラ
ム
ネ
の
味あ

じ

や
姉あ

ね

の
恋こ

い

川
村　

由
紀
（
宮
城
県
）

優
秀
賞

風
風
吹
け
ば
一
日
風
の
野
菊
か
な

中
嶋　

忠
輝
（
盛
岡
市
）

ふ
る
さ
と
の
風
を
集
め
て
山
笑
ふ

和
田　

始
子
（
愛
知
県
）

夕
づ
く
と
風
の
さ
わ
げ
る
稲
穂
か
な

菅
野　

め
ぐ
み
（
神
奈
川
県
）

恋
逢
ふ
た
め
の
闇
深
く
し
て
恋
蛍

松
下　

美
奈
子
（
熊
本
県
）

恋
に
生
き
恋
に
果
て
た
る
単
衣
か
な

小
原　

あ
つ
子
（
愛
知
県
）

古
の
恋
歌
一
つ
春
の
野
辺

山
地　

美
智
子
（
兵
庫
県
）

岩
手
日
報
社
賞

風
裏
口
に
夫
の
連
れ
来
る
青
田
風

入
月　

静
子
（
橋
場
）

恋
妻
の
手
を
ま
あ
る
く
包
む
秋
日
和

佐
藤　

晃
（
奥
州
市
）

奨
励
賞
（
町
関
係
者
の
み
掲
載
）

風
さ
さ
ぶ
ね
は
風
に
お
さ
れ
て
た
び
に
出
る

大
峠　

琴
弓
（
五
日
市
小
２
年
）

台
風
の
夜
は
家
族
と
近
く
な
る

橘　

佳
穂
（
江
刈
中
２
年
）

夏
風
に
ボ
ー
ル
が
の
っ
て
ホ
ー
ム
ラ
ン

里
見　

脩
太
朗
（
江
刈
中
３
年
）

恋
ハ
ン
カ
チ
を
か
し
て
あ
の
子
と
指
が
ふ
れ

横
山　

尭
希
（
葛
巻
小
５
年
）

ブ
ラ
ン
コ
の
君
と
二
人
で
息
合
わ
す

常
谷　

和
弘
（
葛
巻
小
６
年
）

夏
祭
り
君
を
見
つ
け
て
し
ら
ん
ぷ
り

馬
渕　

遥
（
葛
巻
小
６
年
）

夕
焼
け
に
二
つ
な
ら
ん
だ
か
げ
ぼ
う
し

星
野　

光
亮
（
葛
巻
中
３
年
）

黛
ま
ど
か
町
民
特
別
賞

風
家
中
に
風
入
れ
て
い
る
菊
日
和

長
朶　

公
子
（
山
岸
）

百
年
の
風
ふ
き
ぬ
け
し
夏
座
敷

福
田　

信
博
（
四
日
市
）

微
か
な
る
風
に
も
乗
れ
ず
秋
蛍

高
家　

卓
範
（
江
刈
川
）

栗
の
花
雨
匂
は
せ
て
塩
の
道

中
代　

き
み
江
（
元
町
）

縁
側
で
父
母
待
つ
子
等
に
稲
穂
風　

石
角　

則
行
（
茶
屋
場
）

涼
風
に
み
な
顔
向
け
て
牧
の
牛

村
木　

登
（
下
町
）

恋
ふ
る
さ
と
の
リ
ン
ゴ
の
香
り
届
け
た
し

鳥
居　

京
子
（
田
の
沢
）

色
ち
が
ひ
誰
に
も
秘
せ
り
登
山
帽　

遠
藤　

と
く
（
田
子
）

冬
ぬ
く
し
還
暦
の
会
君
さ
が
し

福
田　

千
夜
子
（
四
日
市
）

山
頭
火
好
き
な
人
よ
り
初
便
り

齊
藤　

誠
子
（
下
町
）

山
あ
い
の
二
人
を
照
ら
す
盆
の
月

服
部　

昌
二
（
田
代
）

た
は
む
れ
に
君
の
名
つ
け
る
冬
の
星

遠
藤　

登
（
田
子
）

　

町
民
総
合
体
育
大
会
の
中
期
競
技
は
、
10
月
３
日

（
日
）
町
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
３
つ
の
競
技
が
行
わ
れ
、
各
地
区
か
ら
集

ま
っ
た
選
手
ら
約
３
０
０
人
が
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
大
会
は
中
期
競
技
を
終
え
た
現
在
、
２
種

目
で
１
位
を
獲
得
し
た
北
部
が
、
中
部
Ａ
と
並
ん
で
首

位
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
得
点
の
詳
細
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

寒空のもと集中してプレーする選手たち（ペタンク）

北
部
が
中
部
Ａ
と
並
び
首
位
に

町
民
総
合
体
育
大
会
中
期
競
技

第26回葛巻町民総合体育大会得点表
種　　目 江刈Ａ 江刈Ｂ 中部Ａ 中部Ｂ 西　部 北　部 
前　期　計 ２０ ２２ ２６ １２ ２２ ２４

ティーボール １０ ４ ８ ６ ２ １２
ペタンク １２ ４ ８ ４ ６ １２
グラウンドゴルフ ８ ２ １２ １０ ４ ６

合　　　計 ５０ ３２ ５４ ３２ ３４ ５４
順　　　位 ３位 ５位 １位 ５位 ４位 １位

葛巻町合併55周年記念
2010いわて太鼓フェスティバル

inくずまき
第13回日本太鼓ジュニアコンクール

岩手県予選大会

※詳しくは、2010いわて太鼓フェスティバルinくずま
き実行委員会事務局（教育委員会内　TEL:66-2111内
線276）へ

と　き　11月７日(日) 午前10:00 ～（開場午前9:00）
ところ　社会体育館
入場料　前売り券　一般　1,000円
　　　　　　　　　小学生以上高校生以下　500円
　　　　当日券　　一般　1,200円
　　　　　　　　　小学生以上高校生以下　700円
主　催　財団法人日本太鼓連盟岩手県支部
　　　　岩手県太鼓連盟

               　　 葛巻俳句会会員　斎藤誠子さん
　今年の「第９回葛巻町“風と恋”俳句コンテスト」には、全
国各地さらには外国からも多数の応募がありました。葛巻町は
俳句文化を育てている町と認識されつつあります。
　これまでこのコーナーでは、小中高生の素直な俳句や、コン
テストが始まってから俳句を作った年配の方々の作品を紹介し
て参りました。従って、忙しく働く人たちは俳句を作っていな
いだろうと思われたら心外です。実は、毎年コツコツと出して
くださる方々から、「季語」や俳句について質問を受ける機会
が増えました。さて、今回は若い二人の女性の俳句を紹介します。
　☆第５回町民特別賞
　　失恋の　涙くすぐる　花

はな

菜
な

風
かぜ

　　　　　　　　大川原　百　恵さん（小苗代）
　学生の頃を思い出しての俳句でしょうか。本当は悲しい失恋
ですが、菜の花を渡る風に、少しなぐさめられたことでしょう。
　☆第４回、第７回町民特別賞
　　吾

あ

子
こ

の髪　撫でゆく風の光りけり
　　夕焼けに　頬染む吾子の　駆けてゆく
　　　　　　　　遠　藤　香

か

津
つ

良
ら

さん（城内小路）
　幼子の弾む髪が光っている景色、夕焼けの光の中を子どもが
駆ける景色、写真のようなワンショットですよね。
　“何気ない情景ながら、その人にとっては忘れられない一瞬
を心のカメラに捕らえる”これも俳句の一面ではないでしょう
か。山峡に住む楽しみ、紅葉の美しさを眺めがら一句ひねって
みましょう。


